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スペシャリティ化学で地球環境問題へ挑戦
膜分離技術で再生可能エネルギー等の循環型社会へ貢献

導入事例・実績

事業計画

▲水素分離膜カートリッジ

ＵＢＥ分離膜の材料であるポリイミドは、耐熱性、耐薬品性、機械的強度に優れ、ガス・蒸気の透過性及び分離性が高く、分
離膜材料としても幅広く研究されてきました。
1970年代に始まったガス分離膜用ポリイミド中空糸の研究開発は、通商産業省所管のＣ１プロジェクトに参加し、1986年に
水素分離への商用適用で結実しました。以降、さまざまなアプリケーションに対応できる高透過性、高分離性、高耐久性の分
離膜を開発してきています。中空糸膜・容器・分離膜モジュールの製造・用途に関わる研究開発業務では、分子設計・材料設
計・強度設計・工程設計などとそれらの検証との繰り返しが技術を深化・進歩させています。引き続き商品力を強化し、地球
環境問題を解決していくチャレンジングな研究開発を続けています。

1897年の創業以来、歴史の中で培ってきたモノづくりの技術を活かし、社
会に必要とされている価値を、社会が求める安全で環境負荷の少ない方法
で創り出し、人々に提供していくこと。これにより、人類共通の課題と
なった地球環境問題の解決に、また人々の生命・健康、そして未来へとつ
ながる豊かな社会に貢献すること。これらを当社のパーパス（存在意義）
としています。
石油精製所や化学工場等の水素回収で実績を積んできたＵＢＥ分離膜は、
これからの循環型社会を支える再生可能エネルギー製造プロセスへの適用
も始まっています。
時代に求められるソリューションを提供し、顧客や社会の持続的発展に貢
献することで、ＵＢＥ自らも持続的成長を図ります。

ＵＢＥ水素分離膜は、1986年の水素回収・濃縮設備への商用適用以降、国内外で200件ほどの
納入実績を重ねてきています。再生可能航空機燃料（ＳＡＦ）製造への適用も始まりました。
また、バイオメタン精製用ＣＯ２膜、バイオアルコール脱水膜、航空機・船舶・工場等の防爆
用窒素膜、鉄道・医療・半導体等の空圧用除湿膜など環境・安全・人に優しい技術を提供して
います。

2022年4月、宇部興産株式会社はＵＢＥ株式会社に社名変更しました。地球環境問題の解決に
貢献するスペシャリティ化学事業会社へと舵を切っていきます。ＵＢＥ分離膜をはじめとして、
グリーン社会や水素社会の実現に向けた技術開発・ソリューション提案を推進し、幅広い分野
でスペシャリティ化学の展開を目指します。
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▲分離膜による水素回収・濃縮例

原料ガス 濃縮ガス

水素濃度 圧力 処理量 水素濃度 圧力

% MPaG Nm3/h ％ MPaG

50 2.8 6,000 95 1.5

52 3.0 11,000 95 1.3

66 2.0 21,000 95 0.8

73 2.0 7,300 98 0.5

75 2.3 13,500 98 1.0

82 4.7 8,000 98 1.5

83 8.5 12,000 99 1.5

89 3.4 28,000 99 1.6

90 2.5 14,500 99 1.5

97 1.0 1,500 99.5 0.4

98 1.8 3,300 99.5 0.8

▲水素濃縮システム

機能品事業部
ガス分離ソリューションズ営業部
ガス分離ソリューションズ営業グループ
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https://www.ube.com/

▲ポリイミド中空糸膜
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